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I 序

大睦から舶載された牽網は， 奈良時代のもの

が， 唐風文化の繁栄とし、う呉国情絡を伴って，

最も華やかで、新鮮な印象を与える。 この時代の

ものからは， 配色における法射性もある程度明

確に見出すことができる出。 その後， 弘仁時

代にもたらされた新しい密教の影響や， 遺唐使

廃止による和風化の傾向に伴って， 最*�慢の法則

の上にも多少の変化が見出される問。 この変

化の内容には， 色相の組み合わせ方- 文様の種

類や形状・界線の色相や太さの強弱・ 塗料の種

類・彩色の技法・彩色された場所等が挙げられ

る。 中でも文様の種類や形状， そしてそれを縁

どる界線の色相や太さの強弱の変化は， 彩色さ

れた作品の全体観を大きくかえているように思

う。 例えば弘仁時代の密教美術に見られる太い

朱色の界線を用いた渦巻き状の最摘は， 重々し

く・ 神秘的・内包的な印象を与えるし， 平安時

代の浄土教美術にみられる白の界線で緩やかな

Sカーブによって構成された最欄は， 擾雅で軽

やかで立つ繊細でもある。 鎌倉時代になると，

黒もしくは黒と金による界線によって， 太く力

強く縁どられた最綱が見られるようになる。 同

時に色相の組み合わせも， 赤・青， 緑・紫の 4
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色格から， 赤・青・紫の 3 色相または， 赤・緑

の 2 色相というように色相数の少ないものや，

モノクロの段量かしで表現し牽織とし、し、がたい

ものも出てくる問。 こうした変化の要因とし

ては， 大陸文化の影響， 特に仏教の思想的変化

によるところが強いように思う。

鎌倉時代以降の牽織については， 形骸化して

ゆくということが通説出となっており， これ

等をまとめた文献は見当らない。 本研究では，

先回まとめた 「鎌倉時代の量織についてJ注5の

継続研究として南北朝・室町時代をとりあげ，

その概略を探ってみた。 方法として， 一部当時

代の現存する美術品及び建築遺構を実際に見学

することによって調査し， 他方美術全集等の図

版を中心にし， 最網及びこれに近い手法を用い

ている作品を収集し考察を試みた。

E 背 景

1. 時代区分
取り扱う時代は， 鎌倉時代の後を受け織豊時

代に至るおよそ240年間であり， 通常これを三

期に底分する。 第一期は建武元年(1334)から

明徳三年(1392)までの約60年間で， 政治的に

は鎌倉中期より持明院統と大覚寺統のこつの子

孫が交互に天皇の位に付くことが習わしとされ

てきたが， 当時代には両統が京都と吉野の南北

に分かれて二人の天皇が対立した所謂， 公武争
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乱の時代であった。 これが明徳三年に足利三代

将箪義満によって合ーされるまでの時代が南北

朝時代である。 第二期は明徳三年から応仁元年

(1467)までの約80年間で， 京都の室町に置か

れた幕府の隆盛期といえる。 足利氏による武家

政治の徹底策は守護勢力 を増大させたが， 後に

権臣の専横をきたし， 幕威を失撃させる結果を

招く。 そして細川勝元の東軍と山名持豊の西軍

の激戦で始まる応仁の乱 (1467�1477)までを

室町時代前半期とする。 第三期は応仁元年から

天正元年 (1573)までの約100年間で，群雄割

拠の戦国時代であり， これを室町時代後半期と

する。

2. 文 化
学 問・芸術においては多様化の様相を程し

ことに室町時代前半期には，将箪義満 (l358�

1408)の北山文化と義政 (1436�90)の東山文

化という中祉の象徴的な二つの文化を生み出し

た。 これは五山の漢学 や詩文， 水墨画や審院

造，庭園や茶の湯が主な内容で， 共に武家によ

る貴族的色彩の濃い文化であるが， 東山文化に

おいてはこれと共に連歌- 御融草紙や能楽・謡

曲・狂言といった庶民的な文学 や音楽・ 舞踊が

出現し， 貴族的な中にも庶民的な要素が入り交

じった文化が形成された。

1)宗 教

南北朝時代には， 鎌倉時代から広まった禅宗

の一派である臨済宗の興隆がある。 尊氏 ・直義

兄弟は， 当宗派の夢窓、国師の勧めにより， 元弘

以来の戦没者を弔う目的として各留に安田寺と

利生塔を造立し， 後醍醐天皇の其揺を祈るため

の天竜寺を建立して， 京都や鎌倉を中心とする

臨済宗寺院の外護に勤めた。 幕府の保護下にあ

った同宗派は， 室町時代には全盛を誇り， こと

に前半期には京都と鎌倉に官寺として五山十利

の制がしかれ，政治と結びついて武士階級の間

に広まっていった。

一方， 庶民の間には浄土教を母体とする一向

宗が信者を得て， 京都の東山大谷本顧寺・ 下野

高田専修寺を中心に勢力 を増していった。 この

うち本願寺派は， 天台宗や日蓮宗の信徒と度々
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争 った。 日蓮宗は応仁の乱後に京都の民衆聞に

広まるが， 天文法華の乱 (1536)では，叡山衆

徒の寺院破壊活動によって表徴した。 浄土宗は

諸派に分裂するものの， 東閣の民衆の聞に広ま

ってゆく。

新仏教の興経が烈しい時代にあって， 神道は

本地黍遮説に基づく従来の考え方と異なった神

本仏遮説をたてて， 明治時代の神仏分離の思想

に結びつく基をつくっていった。

2) 絵 画

禅宗と期を同 じくして中国から招来された

宋 ・ 元の絵画は，鎌倉から南北朝時代にかけて，

我が国の画壇の方向を大きくかえた。 これは禅

宗の師資相伝に伴う頂相画と墨線に淡彩を施し

た道釈注6人物画や山水を描いた水墨画の招来

であり， これ等の絵画は従来の両院系の着彩画

を軽 視し， 色彩をはらいのけた水墨表現を重視

する風潮を生む。 この水墨画の技法は， 禅僧の

精神主義的な思想によって受容され， 水墨によ

る道釈・ 山水 花鳥画が， 当代絵画の主流とな

っていった。

宋-元画の受容は， 鎌倉時代においては宅間

派注7のような仏画や仏像の彩色に携わる絵仏

師においても顕著であったが， 南北朝時代にな

るとむしろこうした職業的画人よりも，可翁・

黙庵・ 霊淵・鉄舟徳、済 -玉腕といった禅僧とし

ての画人によって模倣的になされたといってよ

い。 この新しい様式の絵画は， 後に!日来のf大

和絵jに対して「漢画Jと呼ばれるようになり，

室町時代には局文・ 雪舟・宗湛等によって我が

国間有の水墨山水画へと発展し，狩野派によっ

て桃山時代以降のスケールの大きい臨習を作り

出してゆくことになる。

一方， 大和絵は漢画におされて， 寺社縁起な

どの絵巻物に多くの作品が残っているが，留意

すべきものに乏しい。 こうした中で、土佐家は，

将箪家の庇護を受け， 多くの優れた絵師を生み

出した名家として知られる。 倍統的様式の上に

立脚した技術の生み出す品格の高さは， 力 強く

奔放な庶民性は持ち合わせていなかったが，較

さ， 明るさといった点で， 上層階級によって愛
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される要素を持っていた。

3) 彫 刻

運慶を中心に隆盛をみた鎌倉時代に較べ， 当

時代の彫刻には優品が乏しいといわれる。 これ

は礼拝対象としての仏像の需要が激減し， 戦乱

により大規模な造営が不可能となったからであ

る。 それゆえ現存する作品には比較的小品が多

く， 様式的には宋 ・元画の影響により， 装飾性

が強く， 工芸的側面が強調され， 鎌倉時代中期

以降を踏襲している作品が多い。

仏像彫刻が低調なのに較べ， 頂相としての肖

像彫刻と， 能楽の出現に伴う能面の作品には，

鎌倉時代の写実性を深めた擾作が多く， ことに

能面には， 理想化表現としての仏像とは異なっ

た， 幽幻化の表現がなされた。

4) 工 芸

表 1 盛綱が施された仏教美術品数の教義別分類

i干可ぐ!
釈 迦 関係 美 術 襲

小計

大乗仏 教 美 術 量室
商

霊不

小計

空管 教 美 術

室
室
室長

南

前後
不

小計

浄土教 美 術 撃
小計

禅 宗 美 術

室
室
室

南

前
不
後

小言十

垂 迩 美 術 室
室

室
南

後
不
前

小計

言十 室
室

室
南

後
不
前

言十

絵 溺

仏画 墜酒 扉絵

3 
3 

6 

7 
l 

l 

8 

16 
2 2 

4 

22 4 

4 
l 
2 
l 

8 

l 

5 

6 

12 l 

36 2 1 
7 2 
2 

12 

57 5 3 

彫
仏教像

3 

3 

l 

5 

5 

*注 窓不は2室町時代の製作であるが， 年代が不明のものをさす。
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刻 工 合�ミ
援!'J6: 光背 繍イム 筆髪

3 
3 

6 

12 

2 
2 

l 2 17 

19 
5 

4 8 

5 33 

5 
2 3 

3 
12 13 

15 24 

5 

6 

13 

45 
3 13 

7 
16 29 

20 2 94 
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唐物趣味の風潮は工芸にも強く反映し， 舶載

された中国工芸品の技法が様々な形で取り入れ

られ， 当代工芸は目覚しい発達をとげた。 沈金・

堆朱・天白茶碗をはじめ， 摺箔・縫箔の染織技

法といった多くの技法がこの時代に開発されて

いる。

5) 建 築

当代の建築は， 鎌倉時代からの折衷様を継承

するにとどまり， 独特の様式の確立はなされな

かった。 しかし， 地方においては， 神社の建築

物に， 寺院建築に属する建物が併立されるよう

になり， 折衷様の展開が幅広くなされていっ

た。

他方， 住宅建築においては書院造りが新たに

興ったが， 様式的完成には至らず， 桃山時代に

統一される過渡的な段階で終わっている。

園 量綱彩色を用いた美術品及び建築遺構

当代の国宝及び重要文化財を中心に， 最綱及

びこれに近い彩色技法を用いた美術品と建築遺

構を抽出し その特徴を調べた。 美術品は仏教

美術に属するものと， 一般の美術のものに大別

でき， 仏教美術が大半を占めている。 そこで仏

教美術に関しては教義別と部門別に分類し， 年

表2 愛車問的表現が見られる一般美術品数の時代別
分類

ぷぞ17 絵巻物 扇絵 肖像画 水墨 染 車IJ繍

室南北朝前 2 2 
2 3 室室 後不 5 4 11 

2 4 

言十 8 5 5 20 

表3 盛綱が施された寺社建築数の時代完IJ分類

示と!
寺 院

神社 言十
塔 Fう

2 3 
2 2 5 

16 16 
2 2 

4 21 26 
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代を南北朝時代・室町時代前期・後期・室町時

代の年代不詳の4期に分けて作品数を出し， 表

l にまとめた。 教義別の分類の方法は， 多くを

石間茂作氏の『仏教美術の基本Jに従ったが，

浄土教の美術を大乗仏教の美術から独立させて

いる点や， 禅宗寺院に安置された天部を釈迦関

係の美術の中で扱っている点など， 分類上やむ

をえない矛盾点を多少含んで、いる。 一般の美術

品は部門別に， 建築は神社と寺院に分類し， そ

れぞれの数を4期の年代別に並べ， 一般美術は

表 2 に， 建築は表 3 にまとめた。

これらの作品数は全体を把握するための目安

であって， 今後補充する可能性がある。 尚， 資

料として作品及び社寺名の一覧を， 表4として

最終頁に記載した。

作品を量的に概観すると， 当代に隆盛を見た

禅宗に関係する美術品や建築遺構にはそれほど

最間が見られず， 密教関係の仏画や蔓茶羅， 浄

土教の憂茶羅や繍仏といった， 前時代から継承

された教義に関係するものに多く見出すことが

できる。 このうち浄土教の繍仏は， 室町時代に

入ると増加する傾向があるが， その他の仏教美

術では南北朝期のものに多く集中し， 室町時代

に入ると減少している。 これは， 時代の主流を

なしていた禅宗をはじめ， 庶民に信仰された臼

蓮宗や浄土教の各宗派では， 礼拝対象としての
仏画や仏像の必要性がそれ程なく， 需要が減っ

たことの現れである。

これに較べて， 建築の彩色においては， 室町

時代後半期の神社本殿の外装に多くの最期彩色

を見出すことができ， 近畿地方を中心に神社の

勢力 が増したことを示している。

1. 彫 刻
1) 禅宗の彫刻

偶像礼拝を軽 視する禅宗においても， まった

く仏教像を必要としないわけで、はなく， 地蔵菩

薩や釈迦三尊， 時には薬師・観音・文殊を本尊

とする場合がある。 これに向難・迦葉・

薩などが加えられたり， 党天・帝釈天- 四天王・

主主駄天といった大乗仏教関係及び， 十六羅漢・

五百羅漢といった釈迦関係の仏教像が置かれる
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図 ! 四天王(増長天) 法隆寺上 図2 吉祥天僑像， 奥福寺(命尊 図3 金剛薩壕・円教寺

堂 の彩色)

ほか，祖師像， いわゆる頂相彫刻を祭ることが

多い。

当代の禅宗に関係した仏教像の製作には，円

派や院派のような都仏師の活躍が知られるが，

その彩色は多くの場合，男IJの絵仏師や工 人によ

って施された問。 当代に多く作られた頂相彫

刻にも，衣や袈裟に唐草風の細かな彩色を見る

ことができるが， 金彩のものが多く，章構彩色

は確認できるものがなかった。

従来の着彩された仏教像の多くは， 白土下地

を全面に施し， その上に彩色する方法が取られ

ていたが， 鎌倉時代中期以降から鎌倉では， 白

土を主成分とするベーストを型押しし， 草花の

文様を立体的に浮きたたせ， その上に彩色を施

す土紋彩色による仏教像が造られた。 この技法

は宗・元の技法といわれ，剥落によって色彩を

とどめていないものが多いので確かなことは分

からないが， 最欄彩色はされていないものと思

われる。

2) 旧仏教の彫刻

京都・奈良及びその周辺に現存するi日仏教の

仏教像には， 南北朝期の最網彩色がよく残って

いる作品が数点ある。 これを年代願に援べると

次のようになる。

貞和元年(1345)法隆寺上堂 四天王(図1 ) 
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貞和三年(1347)輿福寺 吉祥天俺像(図2 ) 

延文元年(1356)霊山寺 四天王

か 四年(1359)円教寺 金剛薩堤(国3 ) 

当代の南部では，運慶の流れをくむ慶派と，

無名ながら実力 で台頭した椿井仏師といわれる

一派が造仏におし、で活寵しており， 椿井仏師の

勢力 は慶派をしのいでいたといわれる。 法隆寺

上堂の四天王と興福寺の吉祥天筒像は， 椿チiニ仏

師の寛慶によるもので，霊山寺の四天王も， 法

隆寺の四天王のミニチュアと思えるほど類似し

ていることから， 寛慶もしくはその関係の仏師

によるものと考えられる注9。 円教寺の金捌薩

援は慶派の康俊によるものである。

当代の南都絵所は， 一乗院と大乗院に所属す

る芝座・吐回座・松南院座の三つの座を主とし

て構成されており，仕事を分担して共存してい

た。 そして南都の仏教像の彩色は， 通常これ等

の座に所属する絵仏師によってなされており，

これ等 4 点の中で明確なのは興福寺の吉祥天僑

像で，松南院鹿の命尊による彩色であることが

知られている。 南都絵所は， 京都の絵所と互い

に勢力 を競う状態、にあって， 法隆寺の場合， 当

時はまだ南都絵所の独占的職域になっておら

ず， 上堂の四天王のうちニ躯は京都の絵仏師が

担当した。 しかも相論の末， 増長天の彩色権を
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京都の絵仏師に奪われたといわれる注100 こう

した事態の詳細は不明であるが， 四躯の四天去

の彩色を割 当てられたこつの絵所には， それ程

の作風の差がなかったことは想像される。 霊山

寺の四天王と門教寺の金剛薩堤の彩色について

は明らかでないが， 地域的には南都絵所の絵仏

師によるものと思われる。

南北朝期の南都絵仏師によるこれらの量織彩

色を，松南院座の命尊を中心に調べてみると，

吉祥天の衣や台 座には金彩の幾何文様の中に由

花文や縞状の文様を， 赤- 青・緑の 2�3 段の

量網彩色で表わしている。 界線は上半身に赤を

主体として一部を黒や切金で表現し，袴の前面

など比較的目立つ部分は金泥の盛上げ彩色で表

現して， 小作品ながら彩色技法の集大成的な作

風を感じさせる。 こうした彩色方法は，既に鎌

倉中期以降の作品に見られるが， この像の文様

の形状には硬さがあり， 形式化の傾向が見られ

る。 吉祥天の関子 の彩色も命尊によるもので，
五色雲に乗った白象の頭上や背に描かれた蓮華

康と宝珠が， 赤・育・緑の量車問で表わされてい

る。

法監寺ーと堂と霊山寺の四天王の彩色は， 切金

による幾何学 的文様の中に唐草や団花文を量糊

で表わしている点や， 界線に赤を主体として金

泥の盛上げ彩色を併用している点などが， 命尊

の彩色と共通している。 門教寺の金剛薩援は，

漆地の上に粉溜彩色注11によって落ち着いた金

色にし，条烏や裳には更に盛上文様と切金を併

用している。 最網彩色は蓮華座に施され，漆箔

下地に緑の地を作り，その上に雲の形を赤・

紫の3 段量摘で表わしていて， 界線は強弱のあ

る太めの黒で， 上記の 3 点の彩色とは多少異な

っている。

以上 4 点の彩色は， 金剛藍濯が粉溜彩色を用

いている点や界線を強弱のある祭で表現してい

る点などで他と異なるが，総体的には鎌倉時代

の量網を踏襲したものといえる。 命尊の王室綱

は， 界線に赤を用いており， 古様を示す点で，

伝統を重じていたことがわかる。

室町時代の仏教像には， 明確な最織を見出し

( 72 ) 

得なかった。 この時代の遺品は全国的にかなり

多く存在しているが， 一般に美術的に優れたも

のが少ないといわれている。 後半期にはこと

に， 院家の斜揚化によって仏所や絵所の分立を

きたし， 座の慣習もくずれて自由競争 が烈し

く， 地方へと職を求める傾向が強くなる注120

善水寺の薬師如来の光背や， 西大寺の輿正菩

薩坐像の畳座の牽網彩色はこの頃のもので， 補

作的なものが多く， 美術的に優れたものは見当

らない。

2. 絵 箇
1) 禅 の絵画

南北朝時代には，可翁や黙庵のような秀れた

道釈闘家が出た。 いわゆる漢闘の勃興期にあた

り， 道釈闘は!日来の仏画のように信仰の対象と

されるべきものではなく， 表現の奥にある境地

を読みとろうとする鑑賞的性格が強い。 それゆ

え禅 の直覚的体験に基づいた主体性に関わる内

容が描かれることになり， 水墨の減筆体が初期

の道釈画家にとってふさわしい技法として受け

入れられた。

この時期の道釈画家には， 絵仏師系の画家と

禅宗の幽僧のこ通りが考えられ， 絵仏師系は鎌

倉時代(1291)東寺の十二天界風を撒いた勝賀・

中期の長賀・末期の栄賀といった， 仏画や羅漢

画で知られる宅間派の絵師達であり， 南北朝期

末に現れたのが， 五百羅漢図 五十幅を描いた東

図 4 明兆， 五

百羅漢図， 根

津美術館



南北朝 室町時代の最綱

関5 明兆， �

-図 部像， 東

福寺

福寺の絵仏師明兆(1352�1431)であった。 明

兆を継承した画家には， 一之・ 霊彩・赤脚子 な

どが知られ， 室町時代前半期には明兆派として

共通した特色を示す。 この頃の北山文化には，

山水風景闘が絵画史上の大きな流れとして表わ

れてくるが， その中心が周文であり， 次の東山

文化には周文の弟子 である雪舟・宗湛らの周文

系の画家と， 明兆系の画家， 東山画壇の一翼を

担った阿弥派， 鎌倉の禅 林の画僧を中心とする

鎌倉派などの各 派が生じ， 水墨による道釈闘や

山水画は全盛期を迎える。

こうした禅 を核とした水墨闘において， 山水

風景画には最繍的な手法は見出すことはでき

ず， しいてそれらしい技法を探せば， 道釈曲家

であり仏間や山水にも才能を示した明兆とその

一派の描いた道釈画や頂相などに， それらしい

彩色を見出すことができる。 年代順に遊べると

次のようになる。

至徳三年(1386)東福寺 五百羅漢図 明兆

至徳三年 (1386)根津美術館 五百羅漢図

明兆

南北朝時代末期 東福寺 聖一国師像 明兆

応永十五年(14 08)東福寺 浬繋図 明兆

永享七年 (14 35)大蔵経寺 浬繋図 霊彩

明兆の五百羅漢図 (国4 )は， 背景の水墨に

よる欝勃たる表現と， 羅漢の衣服や仏具の明快

な色彩とからなる独得の表現がなされている。

( 73 ) 

図 6 明兆， 大淫築図， 東福寺

量綱 的な表現は， 僧の衣裾や台 座に描かれた牡

丹唐草に見られるが， 明確には主義織とし、し、がた
;をよくろく

い。 票一国師の頂相 (関5 )では， 由来に掛

けられた布の唐草と亀甲文に似た幾何学 的文様

に， 育と緑の 2 �3 段の最織彩色がなされてい

る 。 こ れ と問じ 文 様 の最欄 は ， 応永十

(14 08)注13に建てられた東福寺の三円上層内部

の彩色にも見られるが， 明兆との関係は明らか

でない。 また河じ文様が， 明兆による他の頂相

や， 前記した裡繋図 (図 6 )の台 座にも見られ

るが， 最網彩色で表現されておらず， 明兆のも

つ彩色方法の幅の広さを忠、わせる。

鎌倉時代前半期までの仏画には， 菩薩や天部

の衣服の文様や理洛や冠の花や珠を主主網彩色で

表現するものが多く見られた。 しかし後半期に

は， 金泥彩色と黒の強弱のある措線が量摘に代

図7 雪舟， 寿

老図， ボスト

ン美術館
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図 8 不動明王

像， 唐招提寺

って見られるようになったが， 明兆や霊彩によ

る浬繋図 にも， これが顕著であり， 最織的表現

は諸や袖口の極一部にしか見られない。 嘉暦三

年(1328)に良詮によって描かれた福井県本覚

寺の浬繋図 にも， ほとんど量織が見られず， 金

泥線がこれに代っている注14。 これらの点から，

宋 ・元画を受容した道釈闘家は， 仏画において
も畳間彩色を用いなくなっていったことがわか

る。

2) 雪舟の設最し

雪舟の水墨道釈画の中には， 畳 間とはし、し、が

たL、が， 水墨の段最しを用いた作品がみられ

る。 文亀二年(1 502)ボストン美術館 所蔵の寿

老図 (図 7 )には， 岩の上にgg:る老人の袖や裾

の部分が， 水墨による 2 �3 段の段景しで表現

されている。 雪舟は他にも数点の寿老図 を描い

ており \， 、ずれも減筆体による薄がけの量しで

あって， この函のように部分的であっても段量

しが用いられることは， 水墨田においては珍し

L、。

平安時代の臣勢派以来の措法である作り絵や

堀り塗りとは異なって， 室町時代は線描の時代

といわれるように， 減筆体が主流となる技150

こうした傾向は鎌倉時代の宅関派の絵師等が用

いた薄がけの画法に見る事がで、きる。 勝賀の十

一天界風のように， 線の太さは自由に変化し，

薄くかけられた色は線のよに掛 かつても， それ

( 74 ) 

殴 9 大威徳明王像， Il苦招提寺

を議り消してしまうことがないので， 線にも色

にも動きが出て来る。 こうした利点は禅 の精神

性の表現に適していたと思われるが， 更に色味

が取り去られて線描に徹してゆく。 登摘彩色は

旧来の描法に属し， 輪郭線の動きを妨げずに塗

らねばならないという不自由さがある。 こうし

た不自由さが， 禅 の絵画の中に最欄が見られな

くなってゆく理由の一つであると恩われる。

雪舟は中国で広範に渡って描法を学 び， 一図

中に用いる線描の方法は非常に多いといわれ

る。 寿老図 における段最しの表現も， 雪舟のそ

うした描法の広さの一端をうかがわせる。

3) 密教の絵画

平安時代以降は密教関係の仏画が多量に制作

され， そこに描かれる台 座・ 光背・喫洛- 衣服

の花文様などに牽欄彩色を用いた作品が数多く

図10 八管大元

師明王図， 醍

醐寺



南北戦・室町時代の量織

図11 栄賀， 不動明王二章子像，

静嘉堂

図12 愛染明王， メト ロポリタ ン

美術館

図13 千手観音(六銭音のうち)

東寺

見られた。 南北朝時代には前代よりも減っては

いるが， このような仏画が多く見られる。 この

時代の密教絵画の特徴として， 次の点が知られ

ている注160

① 天衣や裳の描線が， やや肉太の緩やかな

重い線である。
② 衣文は濃厚な色彩で、表わされている。

① 金泥による細密文様が多用されている。
④ 理洛- 腕釧・持物などに金泥盛上げ彩色

を用いる。

最綱彩色においては， 前代から太めの黒や金

色の界線をヲ11.、ているものが多く見られた。 ま

た金淀による細密文様が多くなった事により，

最網のような段階的な表現は細かすぎて無理な

せいか， 段数が減らされたり最しの表現に代え

られたりして， 明快 なものが少なくなる。 唆洛

や腕釧などの小さなアクセサリ一類は， 最欄彩

色されるものが減り， 金泥彩色のものがほとん

どとなる。 このような傾向は， 密教絵間に限ら

ず， 旧来の仏教の絵画全般にいえることであ

り， 菩薩や天部の衣服や申胃の花文様や喫洛の

表現には， この傾向が強い。

しかし， 最縄彩色が減少する傾向が見られる

中で， 明王国の台座の表現には前時代と同 様の

苦々座や蓮華�に登綱彩色が施されるものが多

( 75 ) 

い。 例えば14世紀後半・唐招提寺不動明王像

(図 8 )や， 同 時期で文和五年(1356)霊山寺

三重塔壁画の五大尊像の中には， 朱・紫・青・

緑・貨などの色相で黒を中心に 3�4 段の多彩

な最構で彩色された若々座が見られるほか， 同

時期の唐招提寺大威徳、明王像(図 9 )の乗る水

牛の鞍や台康には， これに似た縞状の最綱が見

られる。 室町時代初期・醍醐寺の入管大元師明

王図 (図 10)の場合， 恋々座をはじめ， 認の裾

に牡丹唐草- 帯状の文様・団花文の最網のほ

か， 理E各や腕鋭|にも花文様が最綱で表現されて

図14 長尊 ， 金

調IJ界愛奈羅・

観心寺
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図15 慶舜， 当麻曇茶羅(文書量本) 図16 iF1J繍種子阿弥陀三尊図， 熱 殴17 刺繍阿弥陀三尊来迎図， 中

当麻王寺 海美術館 宮寺

おり， 金泥彩によるアクセサリーの多い中では

特異な作品である。
琵々座の量網彩色による表現は， 不動明王一

章子 像においても多く見られるが， 南北朝から

室町時代において描かれた図 の中には， 悲々座

に代って岩座に明王が乗る形式のものがでてく

る。 南北朝時代・宅問派の栄賀によって描かれ

た図 (図 11)の場合， 白波の寄せる海上の岩場

に不動三尊を配し， 衣文や嬰洛に金泥彩を多用

するが最楠は見当らず， しいていえば天と海中

に描かれる竜のもつ宝珠が， 最欄的であるにす

ぎない。 主主間派のように宋 ・元画を受容した絵

師による図 には， 比較的牽綱彩色が用いられな

くなる。

蓮華康の量点問は， 愛 染明王や観音像に多く，

14世紀中期・メトロポリタン美術館 の愛 染明王

(図 12)には， 赤系 4 � 5 段の蓮 華座及び返り

花の他， 頭光や三辺宝珠にも多彩な最摘が見ら

れる。 同 時期の東寺・六観音のうち， 聖観音と

千手観音 (図 13)には階調数が 4 � 5 段で， 蓮

弁の数も多く， しかも複雑に組み合わされたも

のが見られる。 この時期の蓮華座の表現には，

筆欄彩色によらず量しゃ蓮 脈状の縞を用いるも

のがでてくる。 東寺の六観音の場合もこうした

表現が見られ， 六幅のうち二幅のみに畳綱彩色

( 76 ) 

が施されていて， 蓮華座の表現においても最糊

彩色が減る傾向が見られる。

密教の受茶羅に描かれる諸尊の蓮華鹿は， 最

織による表現が多い。 唐招提寺と観心寺の援部

には， 南北朝から室町時代にかけて描かれた両

界蔓茶躍がある。 両方共に界線を金泥彩で表わ

し， 色は濃彩で形も細かいため， 金色が強くう

き出して， 登織的効果が生かされていない。 観

心寺の図 (図 14)は明兆に師事したといわれる

長尊 (l394�1427)によるものといわれるが，

表現が細かく， かなり硬い感じを受ける。 その

他室町時代に入ると， 蔓茶擢には転写の間に形

がくずれ， 形式的で生彩のないものが多くな

る。

4) 浄土教の美術

当麻寺には永正ニ年(1505)頃の当麻蔓茶羅

が二幅ある。 一般に文亀本 (図 15)と中之坊本

といわれ， 文亀本は南都絵所の芝座の絵仏師で

慶舜の作であることが知られ， 南都の伝統にの

っとった作品である。 多くの蓮華座・花文・雲

文・光変には 2 �3 段の最欄彩色が施され， 諸

尊の装身具- 楼関の柱・庭園等には金泥彩や切

金を併用して精綾な技巧による表現となってい

る。 中之坊本もこれに類似しており， いずれも

奈良時代盛期の当麻蔓茶羅を参考にしているた
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図18 春毘愛奈縫剖， 宝山寺 図19 熊野垂主主曇奈緩図， 静嘉堂 図20 春日鹿曇茶繕凶， 静嘉蛍

め， 帝国L、朱線で界線を施した古様を示す作品と

いえる。 またこの時代の密教の曇茶羅と比較す

ると， 最欄彩色も効果的で， 密度の高い作品と

いえる。

浄土教の美術において， 最網彩色を用いた作

品は， 繍仏に多い。 インドを起源とする繍仏

は， 中国に入って唐で感んに作られ， 日本でも

天寿国是茶羅が示すように， 飛鳥時代から盛ん

となった。 平安時代には絵画におされて低調だ

ったものの， 鎌倉時代の浄土教の興隆により，

再び盛興をみた。 南北朝・室町時代の浄土教は

更に普及され， 繍仏の制作量は鎌倉以上で， 36 

点の遺品のうち， 33点が浄土教関係の作品であ

る出7。 その形式は10種前後であるが， 中でも

種子 陣弥陀三尊(図 16)や阿弥陀王尊来迎図(間

17)が多く残っている。 このうち最綱彩色が用

いられている作品は15点程あり， 種子 阿弥陀や

種子 婚では蓮 華座や天蓋の蓮華を主義網で表わ

し， 来迎図 においては阿弥陀の乗る紫雲を紫

紅 ・自の三段の最網で表現するほか， 蓮華座や

頭光も量網繍いにしたり， 阿弥陀の裳の花文様

を輯荷風に繍い上げたものもある。 この時代の

作品の多くは， 当時「ぬい物しj と呼ばれる座

を構成していた専門繍土による集団において作

られたらしい注18。 それゆえ画題の類型化と問

( 77 ) 

時に， 最古問の表現も画一的なものになってゆ

く。 特に室町末期には， 最網繍いを用いた作品

が減って， 紫雲の表現も単に数色の色糸を放射

繍いで最した作品が多くなる。

十王図 は宋 ・元の画家によって大量に制作さ

れ， 日本でも多数描かれて遺品も多い。 ニ尊院

と浄福寺には， 大和絵で知られる土佐派の絵師

によって描かれた十王図 があり， 二尊院の図 は

南北朝期の土佐行光作と伝えられ， 浄福寺の図

はこれを手本に， 延徳元年(1489)に土佐光信

によって， そっくり写されたものといわれる。

十幅で一組の十王図 のうち， 奏江王図 の本地仏

として描かれる明王の悲々座に部砲が見られる

ほか， それぞれの王の背後に掛 けられた布に花

文様が細かく捕かれ， 鮮明ではないが最摘的な

表現となっている。

5) 霊長迩画

嚢遮美術は既に鎌倉時代から多く存在し， 当

代にも図 様は必ずしも一定ではないが， 春日憂

茶羅や熊野憂茶羅のように， 社寺の境内に仏菩

躍が集まった様子 を描いた霊長迩受茶躍が多く，

最網は主として仏菩醸の蓮華座に施されてい

る。 その特徴は総体的に表現が硬く， 同 形が繰

り返され， 形式化の傾向がみられる。

南北戟期の宝山寺の春日曇茶羅(図 18)を例
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図21 土佐光茂，

桑実王手縁起絵

巻， 桑実寺

図22 源氏物語

絵関商散燐風，

浄土寺

にとると， 色は赤・脊， 赤・緑， 赤- 青・緑と

いった 2�3 色の組合せや， 緑や青の単色で牽

綱彩色しており， 界線は黒や金 で引かれてい

る。 同 時期の静嘉堂の熊野垂遮曇茶羅(図 19)

は， 堂舎を階段状に配し その縁をいわゆる量

欄縁で表わし， 更にその関の垂直部分を縦の縞

状の鐙織的な彩色で表現している。 色は紺・赤

空色・緑・黄土を用い， 金 の界線が加えられて

多彩で， この種の長茶羅では最網縁を最も多く

描いている例である。

最欄縁は， 土佐派の絵師によって捕かれた天

皇や将軍の肖 像画に多く見られる他， 室町時代

に多く描かれた春日鹿受茶羅(図 20)の鹿の背

につけられた鞍の敷物にも， 閥系の最欄文様が

( 78 ) 

図23 琳賢， 大仏縁起絵巻， 東大寺

図24 道成寺縁起絵巻

施された縁が多く見られる。

6) 大和絵

大和絵にとって南北朝時代は第二の変革期に

あるといわれ， 伝統的な様式から従来かえりみ

られなかった庶民感情に立脚した絵巻がで、てく

る。 室町時代の絵巻はその延長といわれる。 当

代の大和絵は， 将軍家の保護下にあった土佐家

によって継承 され， その画業には肖 像画・絵巻・

源氏絵- 扉風絵・仏画等がある。 土佐派の中で

も光信の作風は， 水墨的手法を大和絵に取り入

れ， 人物に撮い人間味を表現した風俗描写を行

なった点で， その先見性が評価されている。

光信の十王図 については先にふれたが， 土佐

派の絵師によって描かれた大和絵にも， 最摘的

な表現を見出すことができる。 光信の子 光茂が

天文元年(1532)に描いた桑実寺縁起絵巻(図

21)には， 牽網彩色された舞楽の太鼓や衣裳の

装飾が， 丹精な描写によって表現されている

他， 女官の十ニ単のおめり出し注19が， 赤や青
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図25 大内菱に唐草文様舞楽下襲

の階調で表現されて最楠的である。 おめり出し

の筆網的な表現は， 鎌倉時代にも多く見られた

が， 室町時代後半期の山王霊験記や， 源氏物語

絵扇面散扉風(図 22)の中にも見る事ができる。

絵巻物の中には， 天文五年 (1536)東大寺・

大仏縁起絵巻(図 23)のように， 南部の絵師に

よって描かれたものもあり， 当時の土佐派の闘

風に較べ， 人物や構図 ， 彩色において単調で硬

い表現となっている。 如来や菩薩の蓮華座は，

赤-緑や赤-青， の 2 色の組合せ， 或は赤，

青， 緑をそれぞれ単独の畳網で表現し， 蓮 脈を

白線で入れ墨の界線を施しており， 形や配色は

形式的で単調な表現に変わっている。 これを描

いた琳賢は吐回座の絵摘で、あり， この頃の南都

絵所の経済 状況は厳しく， 各gtに保持されてい
た特権は無視され， 自由競争的な状況が生まれ

て崩壊の兆しがあったようで問。， 保護下にあ

った土佐派の調風に劣るのも無理もない事のよ

うに思える。

室町時代の後半期になると， 祖師伝系統の絵

巻とは趣をかえたお伽草子が捕かれるようにな

る。 古典味の失われた絵巻の形式化に伴って生

まれたてきたものといわれ， 民衆の喜怒哀楽の

感 情がむき出しとなる。 女性の情念と法華経の

功徳を物語る道成寺縁起絵巻もそうしたものの

一つであるが， この中に措かれた焚鐘に巻き付

く竜(図 24 )の鱗は， 赤・育・緑の各 色 3 段で

表現され， 黒の輪郭線でくくられ， 一風変った

量網彩色となっている。

図26 十三神社

本殿 ， 和歌山

県

3. 工 芸

大きな儀式に際して， 寺院の内装として掛 け

られた華蜜は， 元は花飾りであったものが， 次

第に宝相華や飛天をあしらった図 案に最網彩色

で華やかに飾りたてたものになった。 教王護菌

寺を主とする大寺院にはこうしたものが多く残

されている。 その材質は， 金属や牛皮が主であ

ったものが， 室町時代には木製のものも多く作

られ， 中には透彫で唐草を彫り出した上に最綱

彩色を施したものがみられる。 東京国立博物館

には， こうした例の他， 南北朝初期の神社に掛

けられた牽震があり， 仏堂以外にも叢撃が掛 け

られたことがわかる。

( 79 ) 

しかし， 図 案は花文様に代って， 大和絵風の

人物や馬などが描かれるものが多くなり， 最楠

彩色された遺品はごく壁かである。

当代の染織の遺品の中で最綱彩色が見られる

ものは， 既に浄土教美術で、述べた繍仏に多い。

その他， 間道といわれる縞文様の織物が知られ

るが， 効果としては最織とは異なり， 一般の服

飾品や能衣裳にはほとんど最摘を見ることがで

きない。 しかし相似形の階調表現の菱形の中に

腐葉文様を最網的に刺繍した舞楽の下襲(図25)

が存在することから， 当時の舞楽等の衣裳には
最欄的な国柄が多かったことも予想、でき， 染織

において最間が用いられなかったとはし、L、きれ

ない。
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4. 建 築

図27 五重塔柱

絵 ， 明王院 ，

広島県

南北朝- 室町時代に建てられた社寺の遺構

は， 全国的に見ると600を越すといわれる注210

ことに室町時代後半期のいわゆる戦闘時代に

は， 寺社の被災損失に伴う復興が多かったせい

か， 或は戦乱に明け募る諸大名が， 精神的支柱

を神仏に求めたせいか， 中部以東の戦いが烈し

かった地域の社寺建築の遺構数が増加し， こと

に， 神社建築は中期から後期にかけて， 近畿を

中心に急増している。 寺院建築は， 全期間を通

じて禅宗寺院が全国的に普及し， 中世禅宗様が

在来の様式を変え， 和様・禅宗様・大仏様等の

様式が互いに組み合わされながら， 折衷様の新

しい手法を生み出していった。

こうした遺構の中で、登嬬彩色がよく残ってい
るものは， 数の上では寺院建築よりも神社建築

が勝り， 室町時代後半期に近畿地方を中心に建

てられた神社本殿の外装部に多く見ることがで

きる。 この先駆的なものは， 南北朝期の正平十

八年(1363)に建てられた大翫府の錦織神社で，

向拝軒下の組物や柱の上部には幾何学 的な文様

が嚢網彩色されている他， 彩色が豊富に残され

ている。 近畿地方の神社の中で特に外部の彩色

が豊富なものは， 永禄四年(1561)に建てられ

た和歌山県の十三神社本般(図 26)で， 特に側

商の梁・ 組物・柱- 壁面には， 五色雲や幾何学

的な文様が量糊で施され， その間には近世大和

( 80 ) 

医28 三門上層内部 ， 東福寺

絵風の草花や唐獅子 が描かれて， 新!日の様式が

入り乱れた感じさえする。 また戦乱期に中央て、

の職域が減少し 仕事を求めて地方に下った絵

師達が， こうした建築の彩色に当ったのではな

し、かと想像される。

一方， 寺院建築では前時代と同 様， 塔の内部

を彩色するものが数点見られる他， 新たに門の

上層内部を彩色したものが見られる。 南北朝時

代(1348)広島県・明王院五重犠内部の彩色の

うち， 四天柱に描かれた金剛界三三十七尊(図 27)

の蓮華座には， 最欄がよく残っている。 この特

徴として， 赤・青・緑と共に黒が用いられてお

り， 4 � 5 段の明快 な階調で， 界線は明確な黒

線でくくり， 本格的な量織である。 黒の段畳し

による牽綱的な表現は， 鎌倉時代(1291)に宅

間派の勝賀が描いた東寺の十二天の衣の中に見

られたが， 蓮華座において他の色と組み合わさ

れて用いられた例はめずらしく， 王子安時代に一

般的となっていた紺・丹， 緑・紫の組合せと較

べると， 紫の代わりに黒を用いたかたちになっ

ており， 紫の代用として用いたのか， 効果上あ

えて黒を用いたのか明らかではないが， 引きし

まった感じを与える。

室町時代の始め(1408)に建てられた東描寺

三門の上層には， 構架材や天井廻りなど一面に

彩色が施され， 虹梁の端には牡丹庸草(図28)

が巣く太い界線で描かれている。 先の尖った牡

丹の花弁は螺の趨に似ており， この形状は泉涌

寺の章駄天をはじめ， 同 時期の宋 - 元闘の影響

を受けた天部の兜にもみられることから， 外来
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の仏闘の影響の強い彩色であることがわかる。

これら堂内部の彩色は， 鎌倉時代の西明寺・

浄瑠璃寺などの塔内部の彩色と較べ， 幾何学 的

な文様が減少し， 雲や海などの絵画的要素が増

ている。 それゆえ議摘彩色による表現もこうし

た要素におされ， 面積的には減少してゆく傾向

にある。

W 結 ひ

南北朝・室町時代の仏教美術品の中で，畳間

彩色が施されているものは次第に減少してゆ

く。 特に彫刻においては南北朝時代のものに数

点みられるが， 室町時代には留意 すべきものが

とぼしい。 仏画においては南北朝時代の密教絵

画には比較的多いが， 室町時代には激減する。

こうした減少の主な要国は， さ当代最も勢力の強

かった禅宗と， それに関係する外来からの絵画

の影響が強く， 禅 の思想を背景に興隆した漢繭

や水墨画は線描を主体とするため， 最網のよう

な装飾的彩色技法を必要としなかったことによ

る。 しかし 室町時代には， 前時代から流布が

なされていた浄土教が， 更に全国的に庶民の間

で信者を集め， 信仰の対象として数多く製作さ

れた繍仏の中に最欄彩色が施された。

建築の彩色についても同 様で， 仏堂よりもむ

しろ塔や門の内部を多彩に装飾するものが， 南

北朝や室町時代前半期には見られるが， 絵画的

要素におされて最禍彩色される面積は減少する

傾向があり， 室町時代後半期の戦国時代にはほ

とんど見られない。 しかしながら，神社本殿に

は室町時代に入ると， 外装として最欄彩色を用

いるものが急増し， 近畿地方を中心に， こうし

た遺構が多く存在する。

質的には， 南都絵所の絵師によるものには，

比較的伝統を重んじて奈良時代を手本とするも

のや， 鎌倉期を踏襲して金彩を併用した細密文

様を多用するものが多い。 宅問派によるものに

は， ごく一部に形式的に用いるものがある。 或

は土佐派のように， 大和絵の中で最網彩色され

た工芸品を再現的に描写するものや，女官の十

( 81 ) 

二単のおめり出しの表現に応用して， 画面の品

格を高めているものなど， 様々な様相を示す最

細が混在していた時代といえる。

総体的に前時代を受け継ぎ， 形式化の傾向が

見られる中で， この時代特有の特徴としては，

蓮葉践の中に黒の階調による蓮弁を混じえて畳

綱彩色するものがあることや， お伽草子 の竜の

鱗に見られるように， 思い掛 けない所に最t聞が

応用されていることを挙げることができる。

2主

注 1)野間清六「最網彩色の展開とその法則J( W仏

教芸術� 37号)に詳しく記されている

注 2)拙稿「弘仁 平安雨時代の最綱の相違につい

てJ( W文化女子大学研究紀要J第 12集 198 1)にま

とめた

注 3)正応四年( 129 1)宅間派の勝賀によって描か

れた， 東寺の十二天界風六曲のうち帝釈天の次に

見られる

注 4)山 崎昭二郎， 関根真隆「華麗なる古代の文様

と彩色J ( W正倉院と天平人 の創意J王子凡社， 124 

頁， 野間清六「最倒彩色の展開とその法則J( W仏

教芸術� 37号， 34頁)による

注 5) W文化女子大学研究紀要』第 14集， 1983 

注 6)道教や仏教( 釈)の闘像の意で，仙人・達磨・

出山 釈迦や祖師など禅宗に密着した画題の宗教師

をさす

主主7)平安末期に活躍した絵イム邸宅間為遠の子孫

で， 鎌倉時代には勝賀・良禁・成忍・長賀等が，

南北朝時代には栄賀が知られ， 特に鎌倉時代中期

以降に宋風の仏画を描いて独特の存在を示した。

宅間派の名称にはこの他に詫摩・宅磨・託麻 津

間・詫腐などがある

注8)猪川和子「ごと紋装飾のある仏像J( W関東彫刻

の研究』学生社)

注 9)上原昭一「椿井仏師J( W日本の美術 7 � No. 98 

室町彫刻 ) 

注 10)森末義彰「中世に於ける南都絵所の研究三」

( W美術研究� 4 1号， 23ß() 

注1 1)成田京子11.、わゆる粉溜彩色についてJ( W仏

教芸術� 93号)に詳しい。 鎌倉時代以降の阿弥陀

の金色彩色に多く， 金箔のようなきらめく金色と

はちがって一度光を内に含んでから光る。 その 上

に裁金文様を施したものが多い
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注12)上原紹一「室町彫刻の背景J(Ir日本の美術 7 j]

No.98一 室町彫刻一 )

注13)以前は南北朝時代(1386)の建立と考えられ

ていたが， 室町時代前半期の墨書が見出された

(近藤豊『古建築装飾文様集成j] 157頁による)

注14)Ir国筆j] 1045号， 口絵による

注目)金原省吾(Ir絵画に於ける線の研究j])

注16)Ir奈良六大寺大観』唐招提寺一， 83頁

注17)石田茂作「日本仏教と繍仏J(Ir繍仏』奈良国

立博物館監修)による

注18)西村兵部(Ir繍仏』奈良国立博物館監修， 解

説54頁)

注目)íおめり」とは 「おめらかす」即ち裏地を表

地より少し張り出して仕立てることをいい， 十二

単の場合これが何層にも震なる

注20)森末義彰「中世に於ける南都絵所の研究三j

(Ir美術研究j] 41号， 25頁)

注21)川上賞編『日本の美術12j] No. 199 室町建

築一 第32図
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釈迦関係の美術
作 品 名 所主

釈迦三尊融 東大寺
理 撃 自 根津莞前島
大 理 盤 国 東福寺
仏盟繋国大(山産梨経需寺) 
五百躍醒国(45幅) 東福寺

" (2幅) 担津葉前監
大乗仏教美術

弥勘来迫田 浅(兵 田賭家県蔑) 
文 葺 菩 薩 山本家蔵
弁 財 王 国 静嘉堂

， I11崎氏斑
普賢十羅，11女融
吉祥天時極 興福寺
グ関子奥壁睦 ， 
四 天 王 龍 法隆寺上堂

餌 霊山寺
， 

か(持菌王) 調車子招(露提寺盤)

章駄天歯極 泉(京語都寺) 
行 基 菩 薩 図 細昆民草

(興正菩藍豊島)畳堕 霊西大!Ii寺堂
(藁菌加来)光背 善本寺

木
陵

製
額

ti
臨
色宝
士
相

華
華t
量E 東京国博

本
蓮 華

I!j
蓮

喜
葉

色
土

逓
華
陪輩 ， 

密教美術

不空間索観 音龍 (兵奈陣}員捧乗寺)
求闇持虚空車菩藍 担津菱商蕗

千(六観手昔の自うち昔) 東寺
聖観音( " ， 
不 動 明 王極 屠招提寺
不動明王ニ童子陸 静嘉堂

， 担車葉樹蕗
， (太兵山車寺果)
" 石山寺
" (観香音川寺県)
" 国境寺

費量明 王毘メトロポリタン
， 根津葉掘蕗
g青 轟村氏藍

大戚撞明王 龍 麿招提寺
韓三世明王融 " 
士元 師 明王国 醍醐寺
八 智 大元師 明王国 醍崩寺
五大 尊陸(壁画)
大自揖来罰 武藤 正 薩

南北朝・室町時代の盤欄

表4 j量網及びそれに近い表現が見られる美術品・建築遺構の一覧

製作年 分野 作者 場所 文措

15世紀初睦 A d 

南北朝 盤 A 

l叩8 位 明兆 D.E m 

1435 絵 霊彩 B.D m 

1386 li 明兆 B q 
1386 桂 ， A.B 

14世紀前半 Ik D 

1334 G 文観 D n 

南北朝 絵 s c'm 

室町 li B.D Cふr

南北朝 *� B m 

1340 I!j 寛賢 A.B a.m 

智 絵 命尊 A.R 

南北朝 I!j B.E c.e'ffi 

1356 器 B.E b'c叩

IH5世紀|棚(扉粧絵絵 長時 E a.m 

1423 E C 

南北朝 絵 ß.E m 

南北朝 絵 B.R a 

1569 昨 A C'm (母は雄倉)
15ω 彫 C f'd 

語末童日 工芸 D.R b 

室町 工芸 R d 

南北朝 I� ß.E'H b.m 

南北朝 絵 A.R R 

南北韓 粧 A s 

南北朝 絵 H s 
南北朝 1. A.B a'm 

南北朝 絵 栄宜 R a 
南北朝 栓 B.R a 

室町 絵 B.R a 

室町 絵 A.B.R a.m 

1436 桂 B.R a 

室町 4めR五 A m 

商北朝 睦 H.D "ffi.n 

南北朝 絵 A.R R 
南北朝 絵 C.R I.n 

南北朝 絵 A.B.R a.m 

， 絵 D守R C 

14世紀前半 Ik 賢信 A.B a 

室胃初期睦 A・B.D a'e'ffi 

13日 A.B a.m 

南北朝 藍 c 

色相陪調教 界楳
61H 黒金

ロH 黒

θH 

黒
61H 金

ιH 黒金
3 黒

61H 黒

OIH 黒赤金
OIH 黒走

H 赤
01H 赤

OIH 県金

OIH 黒金
H 思

(j 1 4  黒。事
x 12-3 黒

H 盟

H 

OIH 黒金
H 里

H 黒
H 黒
H 金
H 
H 
H 
H 

H 

。H 黒金
。H 黒

H 里
黒

H 黒
H 黒

OIH 黒
。 H 皇

作 品 名 商在

子
十(十扉一)匝ニ観音喜天薩韓関 龍

法金剛 院
大悲太元師盤茶羅 醍醐寺

南昇基茶躍冨(拍車界) 麿招提寺
， (拍薩界) 臨心寺
， (金閣界) ， 

一宇金輪盈茶躍盟 九鬼家産
耕踊罷音書藍最 法華寺
制鵠 種 子梧 東京国博

調 " 

朝鵠種子関郷t三尊阻 撞王(京法都林 ) 寺

調 農(西村宮正市ii) 

金開薩均聖母 (門兵賭教寺需)

真言八撞操(一行) 五離重島塔神 壁社 画

浄土教美術一γ荷菌
地蔵 菩 藍立陸
地 蔵 菩 薩 (有宝歌寿IÙ院県j

当臆寺

吉 田幸之助員(東京)

(奈高林良寺県)
国王(京法都 林) 寺

制踊種子同蛾三尊毘[ 熱海差縮賠
当龍寺中之坊

大(桑福名田市寺) 
尾(内石苦111一県氏) 
王(京性都寺) 

藍本(尼荘崎五車部) 氏
当昨寺中之坊

耕輔阿弥陀担来謀 (長天語理寺市)

耕輔阿弥陀名号
朝闘再弥陀種 子幡 東京国捧

禅宗美術

製作年 分野 昨者

撞~南北朝 躍結 南部仏 師
14世紀前半睦
14世紀末 絵
IH5世紀 壁語 長 尊

， " ， 
室町 1るお
室町 料館
室町 " 
告 " 

室町初期 ， 

室町 刺韻

l出9 彫 鹿控

1533 

室町 絵
南北朝 I!j 既成
1384 1. 詰円

l叩5 位 慶舜
世
Ik 

南北朝 絵

室町 制麗

， 1" I 
室町京期

土住光信

専門踊工
， 

場前 文措 色相階調教 界鰻

A-F c.d.m H 
A 品 事監
A 金

H 金

A 3 
A 

A 毒
R 日

F-G d.f H 

A H 黒

E m 61 3 毘

H HI黒
B H 
E R 61 3 自

H.F-R 詰c.d.j 窃H 朱
H.F-R b.c.d.j (jIH 朱
A.CふF c'J'q OIH 赤H.R 

A.D.R a.m OIH 黒
A.D.R 1 a'ffi 10 I H 黒

A.D 1 n 1 IH 
R 

F 1 C 161H 

I : I ' I A�.R I i i l :�: 

室暫初期 。 A 1 1 13吋 i 黒
室町 "1 1 A 1 1 IH 

室町 A 

室町 剰融 A.H 。 3

室町 A H 
室町末期 " A H 

室町中期 ， i自

室町 A 

主:ar A 

(jIH 黒 肝臓(門酬D 附 IIH5附睦i跳 I R I r I (D I 3 I 黒

金
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築建社
院

寺

寺

作 品 名 所荘 製作年 分野樟式 場所 文!五 色相階調教 界i�

明王在五重塔柱Iil 明(広王島
院) i羽目 s Oxl 4 'l! 南北朝

東福寺三円上層内部 東福寺 14凶 " Q.R e H 県
向t寺三重塔初重 向上寺 14担 " 宜 01 3 'I! 

古来寺 三重 塔 常業寺 14ω か 純和樟 宜
霊山 寺 三重 塔 霊ID寺 i担6 " J.R 司R
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s 

d.m 

m
m
m
m
m

 

噺一
A
A
R
R
R
R
R
R

A
A
A
B

s
s
m

 

錦蟻神 社本監 富大
田阪林府市 1363 建装築師 入母1<;告 外装

誼麿神 社本監 長野県 1439 " 流造 初

意賀美神社本監 大阪 1442 か 春日造 " 
丹生部比売神社本監 和歌山 14印 か 春日造 " 
陣霊神 社本監 奈良 14口 。!iB造 " 
平清水八幡宮本最 山口器 室町中期 " 龍造 仰

醍酷寺清掩宮本置 京都 1517 " 革浩 " 
金時峯寺出王監本監 和歌山 1523 句 流造 " 
。高野丹生明神社 " " 。春日造 " 
調静神 社本監 兵路 1527 " 流造 切

丹生官省持神社本願 和歌山 1541 。春日i告 " 1 - 3段
観心寺活梨帯母天堂 大軍 1549 か 春日造 " 
金本関島 三味院自所明神社 和歌山 1552 n 春日i告 " 

三揮八幡神社本殿 和歌山 1559 ?守 高造 " 

東
1tn本宮宮
富士

本
珪間神監社 向型 1561 " 波U札J注G 伽

十三押社本駐 和歌出 1561 " 寵造 " 
。摂社丹生。八幡神社 和歌山 1561 " 掩造 " 
富久夫賓辞神社本1ft 龍官罷 1567 か 入母屋造 " 
土 佐神 社拝監 高知 1571 。入母屋造 防

野平野上守八木幡神
宮

社l本Z臨社 和歌山 1572 拘 流造 " 

久世神 社本監 京都 室町時抗 " 流造 " 

神社

年間空竺日空
絵
絵
絵

睦
駐
韓
桂
結
絵
桂

絵
扉絵

垂迩美術
作 品 名! 所在

春 日基革露間|宝山寺
か i 熱海莞刊紙

岩崎禅院(京都)
静嘉堂

担津美樹監
奈良国博
再田正蔵
静事堂

春 日毘基茶 躍図

鹿島立調都圏
臨野盛茶罷国
熊野垂謹畳革羅国
鶴野本地弘是茶震時 i 、臥
山王宮基茶羅国|奈良国博
七星揖意描観音寵|担滞美前館

丹 生理神控|金剛華寺
春自宮塁革躍幸絵帰ドY'I 車京由博

一般美術
絵巻物

融通念仏韓起絵巻 寵龍寺 1414 位 土佐抵 R e ム H 黒
真担堂緯起絵巻 真正極業寺 1521 結 " B.D.R c'm 2-3 
当麻寺韓起絵巻 当龍寺 1531 粘 土生光珪 F c ム H 
桑実寺韓起粧巻 (桑器宝貿寺果) l臼2 絵 " B.R c'J'm O IH 黒

大仏 韓起絵巻 東大寺 15話 睦 琳賢 A s 10 H 黒

出 王霊験記粧巻 久保惣 16世紀 絵 B m 0 1 5-6 コレクション
泣不動蜂起絵巻 i古沖 華 院 室町 結 R m H 畏
道成寺誌記睦巻 室町 絵 R 01 3 罷

肖像画
四聖御膨(氷和本)1 東大寺
足利韮満睡|鹿苑寺
桂醍醐天皇権 | 清浄光寺1 (神奈JII県)
聖武天皇競陶膨|東大寺
能丹融監瞳 *注者中の場所文様色拍の覧iこ記されたアルファベット及び記号11，止のような事柄を示すものである。

場ilí A 台座 B:京臨 C 託背頭光 Dアクセサリ E甲再 F 外院の張障 G供蓮台 E天蓋
i四天性 J長押K玉井 L内捧M壁面目外陣O支輪車 P摂IJ Q虹語Rそ
の他

文様 a:団花文 b宝栢華士 c:1U'J、花菱形花木舟形) d:蓮華文 e牡丹 f:皆草士 g描花文

h蔀文 i基麿草 J霊芝雲 k 韓国 l蛇行状の土器 m帯状文 n円(蓮球宝珠) 0矢
羽根文 p菱文 q;旦抗文 r亀甲文 s蓮華坐 t:l!々鹿

色相@串青韓紫(又lì茶10赤昔話@育器紫黄@赤轄茶×赤器製。赤青茶
fj:晶青Aあ韓①青器θ品。青o桂@黒

田圃

一
広木
一

一
毎舛一

一
械傑
一

一
士
一

一
諸学
一

織
一

時

一

風

染
…
M
m
襲
一

界

ふ人12
一
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室llJ

胡幌国拝且 ハ自ク 室町末 駐 土住光吉 B m H コレクション
麗

中
(甫
)
禅民寺用絵面貼踊査醇匝民 南禅寺 室町 t 話 m H 

静止物語絵舗面散líI民 浄土寺 16世紀初 絵 B m H 
n 藤岡家葺 16世紀前半 絵 z m H 
" 氷育文庫 室町末 粧 寒河 s m H 
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